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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成25年3月21日(2013.3.21)

【公開番号】特開2011-46591(P2011-46591A)
【公開日】平成23年3月10日(2011.3.10)
【年通号数】公開・登録公報2011-010
【出願番号】特願2010-159420(P2010-159420)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ   3/064    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ   3/064   　　　　
   Ｇ０２Ｂ   1/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月1日(2013.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
酸化物ガラスであって、カチオン％表示にて、
Ｓｉ４＋、Ｂ３＋を合計で２０～４０％、
Ｎｂ５＋、Ｔｉ４＋、Ｗ６＋およびＺｒ４＋を合計で１５～４０％、
Ｚｎ２＋、Ｂａ２＋、Ｓｒ２＋およびＣａ２＋を合計で０．２～２０％、
Ｌｉ＋、Ｎａ＋およびＫ＋を合計で１５～５５％、
含み、
Ｂ３＋およびＳｉ４＋の合計含有量に対するＢ３＋の含有量のカチオン比が０．０１～０
．５、
Ｎｂ５＋、Ｔｉ４＋、Ｗ６＋およびＺｒ４＋の合計含有量に対するＺｒ４＋の含有量のカ
チオン比が０．０５以下、
Ｚｎ２＋、Ｂａ２＋、Ｓｒ２＋およびＣａ２＋の合計含有量に対するＺｎ２＋およびＢａ
２＋の合計含有量のモル比が０．８～1、
であり、屈折率ｎｄが１．８１５以上、アッベ数νｄが２９以下である光学ガラス。
【請求項２】
Ｎｂ５＋およびＴｉ４＋の合計含有量に対するＮｂ５＋の含有量のカチオン比（Ｎｂ５＋

／（Ｎｂ５＋＋Ｔｉ４＋））が０．６５～１である請求項１に記載の光学ガラス。
【請求項３】
ガラス転移温度が５３０℃未満である請求項１または２に記載の光学ガラス。
【請求項４】
液相温度が１０８０℃以下である請求項１～３のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項５】
Ｓｉ４＋の含有量が１５～３０％である請求項１～４のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項６】
Ｂ３＋の含有量が１５％以下である請求項１～５のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項７】
Ｎｂ５＋の含有量が１０～３０％である請求項１～６のいずれかに記載の光学ガラス。
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【請求項８】
Ｔｉ４＋の含有量が０～１５％である請求項１～７のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項９】
Ｗ６＋の含有量が０～４％である請求項１～８のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項１０】
Ｚｒ４＋の含有量が０～４％である請求項１～９のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項１１】
Ｚｎ２＋の含有量が９％以下である請求項１～１０のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項１２】
Ｂａ２＋の含有量が６％以下である請求項１～１１のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項１３】
Ｓｒ２＋の含有量が２％以下である請求項１～１２のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項１４】
Ｃａ２＋の含有量が３％以下である請求項１～１３のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項１５】
Ｌｉ＋の含有量が２５％以下である請求項１～１４のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項１６】
Ｎａ＋の含有量３０％以下である請求項１～１５のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項１７】
Ｋ＋の含有量が２５％以下である請求項１～１６のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項１８】
Ｌｉ＋、Ｎａ＋およびＫ＋の合計含有量に対するＬｉ＋の含有量のカチオン比が０．1～1
である請求項１～１７のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項１９】
ΔＰg,Fが０．０１３０以下である請求項１～１８のいずれかに記載の光学ガラス。
【請求項２０】
請求項１～１９のいずれかに記載の光学ガラスからなる精密プレス成形用プリフォーム。
【請求項２１】
ガラス原料を加熱、熔融して熔融ガラスを作製し、前記熔融ガラスを成形する工程を経て
、請求項２０に記載のプリフォームを作製する精密プレス成形用プリフォームの製造方法
。
【請求項２２】
請求項１～１９のいずれかに記載の光学ガラスからなる光学素子。
【請求項２３】
請求項２０に記載の精密プレス成形用プリフォームを加熱し、プレス成形型を用いて精密
プレス成形する工程を備える光学素子の製造方法。
【請求項２４】
精密プレス成形用プリフォームとプレス成形型を一緒に加熱して精密プレス成形する請求
項２３に記載の光学素子の製造方法。
【請求項２５】
精密プレス成形用プリフォームを加熱した後、予熱したプレス成形型に導入して精密プレ
ス成形する請求項２３に記載の光学素子の製造方法。
【請求項２６】
請求項２２に記載の光学素子を備える撮像装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１１】
  本発明における課題を解決するための手段は、
［１］　酸化物ガラスであって、カチオン％表示にて、
Ｓｉ４＋、Ｂ３＋を合計で２０～４０％、
Ｎｂ５＋、Ｔｉ４＋、Ｗ６＋およびＺｒ４＋を合計で１５～４０％、
Ｚｎ２＋、Ｂａ２＋、Ｓｒ２＋およびＣａ２＋を合計で０．２～２０％、
Ｌｉ＋、Ｎａ＋およびＫ＋を合計で１５～５５％、
含み、
Ｂ３＋およびＳｉ４＋の合計含有量に対するＢ３＋の含有量のカチオン比が０．０１～０
．５、
Ｎｂ５＋、Ｔｉ４＋、Ｗ６＋およびＺｒ４＋の合計含有量に対するＺｒ４＋の含有量のカ
チオン比が０．０５以下、
Ｚｎ２＋、Ｂａ２＋、Ｓｒ２＋およびＣａ２＋の合計含有量に対するＺｎ２＋およびＢａ
２＋の合計含有量のモル比を０．８～1、
であり、屈折率ｎｄが１．８１５以上、アッベ数νｄが２９以下である光学ガラス、
［２］　Ｎｂ５＋およびＴｉ４＋の合計含有量に対するＮｂ５＋の含有量のカチオン比（
Ｎｂ５＋／（Ｎｂ５＋＋Ｔｉ４＋））が０．６５～１である上記［１］項に記載の光学ガ
ラス、
［３］　ガラス転移温度が５３０℃未満である上記［１］項または[２]項に記載の光学ガ
ラス、
［４］　液相温度が１０８０℃以下である上記［１］項～[３]項のいずれかに記載の光学
ガラス、
［５］　Ｓｉ４＋の含有量が１５～３０％である上記［１］項～[４]項のいずれかに記載
の光学ガラス、
［６］　Ｂ３＋の含有量が１５％以下である上記[１]項～[５]項のいずれかに記載の光学
ガラス、
［７］　Ｎｂ５＋の含有量が１０～３０％である上記「１」項～[６]項のいずれかに記載
の光学ガラス、
［８］　Ｔｉ４＋の含有量が０～１５％である上記[１]項～[７]項のいずれかに記載の光
学ガラス、
［９］　Ｗ６＋の含有量が０～４％である上記[１]項～［８］項のいずれかに記載の光学
ガラス、
［１０］　Ｚｒ４＋の含有量が０～４％である上記[１]項～［９］項のいずれかに記載の
光学ガラス、
［１１］　Ｚｎ２＋の含有量が９％以下である上記［１］項～［１０］項のいずれかに記
載の光学ガラス、
［１２］　Ｂａ２＋の含有量が６％以下である上記［１］項～［１１］項のいずれかに記
載の光学ガラス、
［１３］　Ｓｒ２＋の含有量が２％以下である上記［１］項～［１２］項のいずれかに記
載の光学ガラス、
［１４］　Ｃａ２＋の含有量が３％以下である上記［１］項～［１３］項のいずれかに記
載の光学ガラス、
［１５］　Ｌｉ＋の含有量が２５％以下である上記［１］項～［１４］項のいずれかに記
載の光学ガラス、
［１６］　Ｎａ＋の含有量が３０％以下である上記［１］項～［１５］項のいずれかに記
載の光学ガラス、
［１７］　Ｋ＋の含有量が２５％以下である上記［１］項～［１６］項のいずれかに記載
の光学ガラス、
［１８]　 Ｌｉ＋、Ｎａ＋およびＫ＋の合計含有量に対するＬｉ＋の含有量のカチオン比
が０．1～１である上記［１］項～［１７］項のいずれかに記載の光学ガラス。
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［１９]　ΔＰg,Fが０．０１３０以下である上記［１］項～［１８］項のいずれかに記載
の光学ガラス、
［２０］　上記［１］項～［１９］項のいずれかに記載の光学ガラスからなる精密プレス
成形用プリフォーム、
［２１］　ガラス原料を加熱、熔融して熔融ガラスを作製し、前記熔融ガラスを成形する
工程を経て、上記［２１］項に記載のプリフォームを作製する精密プレス成形用プリフォ
ームの製造方法、
［２２］　上記［１］項～［１９］項のいずれかに記載の光学ガラスからなる光学素子、
［２３］　上記［２０］項に記載の精密プレス成形用プリフォームを加熱し、プレス成形
型を用いて精密プレス成形する工程を備える光学素子の製造方法、
［２４］　精密プレス成形用プリフォームとプレス成形型を一緒に加熱して精密プレス成
形する上記［２３］項に記載の光学素子の製造方法、
［２５］　精密プレス成形用プリフォームを加熱した後、予熱したプレス成形型に導入し
て精密プレス成形する上記［２３］項に記載の光学素子の製造方法、
［２６］　上記［２２］項に記載の光学素子を備える撮像装置、
である。
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